ガスクロマトグラフィー研究懇談会活動紹介
ガスクロマトグラフィー研究懇談会
運営委員一同

ガスクロマトグラフィー研究懇談会（GC懇）は、1958年に荒木峻、益子洋一郎氏を世話人として分析化学会の研究懇談会として発足しました。我が国でガスクロマトグラフが市販されたのが1957年で、その翌年に発足しています。懇談会の目的として情報交換、文献の共同収集配布、共通テーマによる共同研究、リテンションデータの整理、ガスクロマトグラフィーの用語の統一などがあげられ、おおむね隔月開催することとなりました。大学、企業、研究所などから多くの会員の参加を得て、1977年に第100回、1995年には200回、2003年8月で257回を数えるにいたりました。この間のガスクロマトグラフィーの進歩、装置の普及はめざましく、多くの分野と協調しながら発展してきました。
研究懇談会は、時節に合った活動を続け、1995年にはGC懇200回記念講演を開催し日本におけるGCの歴史をまとめました。1997年には、ガスクロマトグラフィーの分野で活躍した方々を対象に、貢献をたたえる表彰を始めました。さらに2000年には創設40周年を記念した会合を開きました。この時の記念事業の一環として国際交流をはかるために2001年は台湾、2002年は中国で現地との交流を行いました。2003年は韓国と共催で研究会を開催する予定です。
最近の会の年間活動は次の通りです。
４月　例会（講演会）
６月　講演会（セパレーションサイエンスにて講演会と運営）
７月　ガスクロマトグラフィー講習会（講義1日、実習2日）
８月　見学会
10月　例会（分析化学会年会にて講演会）
12月　特別講演会
２月　総会、講演会
ガスクロマトグラフィーの講習会は、多くの維持会員会社の協力を得て、都立大学で開催され、既に9回を数え受講者は延べ400名を越えております。
この他に、教育・普及活動として「キャピラリーガスクロマトグラフィー」朝倉書店、「ＣＧＣにおける試料導入ハンドブック（Dr.Grob著の翻訳）」丸善、を出版しました。
研究懇談会の会合の後は、懇親を深めるために講演者を囲んで一杯飲むことが慣例となり、情報交換などの場を提供しております。2002年にはガスクロが誕生して５0年を迎えました。研究懇談会を支えている多くの会員、賛助会員の協力に感謝すると共に、新しく参加される方々を加えてこれからの更なる発展を期待しておりますので、ふるってご参加ください。
